
 

  

 

 

 

 

     「よもよも」は、ティーンズコーナーのおすすめ本を紹介していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  →A.中面の本を読んだら分かります！ 

 

東日本大震災の原発事故で、最近何かと話

題のプルトニウム(Pu)くん。 

原子力の元になる物質でニュースなどで聞いた

ことある子もいるはず！イラストではぼんやりな

コに見えるけど、実際は自分で「危険人物だ！」

と言うぐらいなかなかの強者なんです。 

 

カルシウム(Ca)くんは骨や歯を作る成分、他にも

石灰やセメントの中にも入っています。これらはみん

な白色ですよね？だからこのコの体も白色。金づち

を持っているのにもちゃんと意味があるんですよ♪ 

自動車部品の材料として重宝されている

ニッケル(Ni)ちゃんはとても良い子。 

だけど、よく【銅(Cu)】と間違えられて

怒ってます。原因はニッケルという名前

の由来みたい･･･みんなわかるかな？ 



 

 

         

 

 

 

 

 

 

            

「すいへいりーべぼくのふね」この呪文のような言葉に聞き覚えありませんか？ 

みんなでブツブツ唱えてみたり、テスト中も頭の中でメロディのように流れるフレーズ

“周期表”。 言えるけどはっきり思い出せないというあなたに『科学キャラクター図

鑑』シリーズをオススメします。今、がんばって覚えている人も、受験のためにもう一

度復習しようと思っている人にも必見！このシリーズは科学のややこしい言葉をまる

で生き物のように紹介してくれます。全体的にゆるーいキャラたちが自分の性質やど

んな子とグループを組んでいるかなどを語ってくれます。科学が苦手だと避けている

人は騙されたと思って手にとってみてください。 

他のシリーズにも可愛いやつらがいっぱいです。きっとお気に入りの子がみつかるはず！ 
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こいつらが助けてくれる！ 



                寒い冬。あったかくなりたいですね。きゅんきゅん、ときめいて 

               むきゃーっとテンションでもあげていきますか？ 
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きっと一度は聞いたことのある名前では？ 

タイトルだけとか、あらすじだけは知ってる、という人もいるでしょう。 でも、ちゃんと

読んだことある人ってあんまりいないかも？名作なんて、大昔の話、読んだっておも

しろくないし～と思っている人も多いはず。 

 だけと！！ヤバイですよ、このおはなし。めっちゃキュンキュンします！名作って、

何年たっててもおもしろいってことを学んでしまいました。あなどれません。 
 

 

 

 成績は良いけれどちょっとおてんばな孤児院に住む女の子が、足の長い影姿を

一度見ただけの、名前も知らないお金持ちで変人の紳士から仕送りをもらって大学

に行くことに。仕送りの条件は、月に一回お礼の手紙を書くこと。物語は、その女の

子の手紙だけで進んでいきます。手紙に書かれるいきいきとした学生生活。寮での

ルームメイトとのやりとり。そして、憧れの人の話。手紙から垣間見える「あしながお

じさん」の正体は・・・  

 

手紙に喜んだり、楽しんだり。ときめいたり、やきもちやいたり、徐々に女らしくな

っていく元気な女の子に翻弄される「あしながおじさん」が、とってもかわいいんで

す。子どもの頃に読んだことあるわ～という人も、また読み返してみると、小さな頃

では気づけない恋の駆け引きとか、あしながおじさんのやきもちに気づいたりと、昔

よりも、もっと楽しめるはず！大きくなったからこそ楽しめる、読書の醍醐味ってや

つを体験してみてください。 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

本の中身はわかんなくても、表紙が好きなら読んでみる。そんなステキ装丁を紹介す

るこのコーナー。記念すべき（？）第三回装丁大賞は、大人気ホラー小説『ゴーストハン

ト』シリーズです！ 
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実はこのシリーズ、ちょっと普通の装

丁じゃないんです。 

本の写真だけではわかりませんが、

この１巻は白く見えるイスが蛍光塗料で

描かれています！こういうのを見つけち

ゃったら、ちょっと暗い場所に行って、本

当に光るか試してみたくなりませんか？

より美しく見るためには、本に強い光を

当ててから真っ暗な部屋にいくと、くっき

り見ることができますよ。部屋に置いて

寝ると、青白く光る表紙にびっくりするか

も！？ 

そーゆーときは、本を裏返して置くことを

忘れずに。 

さて、ほかの巻にもそれぞれ違う仕掛

けがあるようなんです。特に４巻は、ぱ

っと見ただけではどんな仕掛けかわか

りません。けれど、読んでいてふと気が

つくと…！！ 

…悲鳴を上げるくらいびっくりするので、

ぜひ読んでみてくださいね。 
※ 注意！このシリーズは内容も面白

いのですが、夜に読むことはオス

スメしません。 続きが気になって

も、次の日に読みましょう。 


